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1、組織の概要

（１） 事業者名及び代表者名

      タマイＭ＆Ｓ株式会社

代表取締役社長 冨川慎吾

（２） 所在地

本社        大分市中戸次 5170-3
プレカット第一工場 大分市竹中 4972
プレカット第二工場 大分市竹中 4908-2
竹藪作業場    大分市竹中 4946-2

         

（３） 環境保全関係の責任者及び連絡先

環境管理責任者：総務  浦松 和浩

環境管理担当者：総務 冨川 茜

連絡先 ＴＥＬ 097-597-1122
     ＦＡＸ 097-597-1101
     メール a.tomikawa@tamai-ms.jp

（４） 事業内容

                 住宅用資材のプレカット加工製造、

新建材及び住宅用設備機器の卸売り

（５） 事業規模

              対象期間

指標 単位

売上高 百万円

従業員 人

床面積 ｍ2

プレカット加工

坪数
坪

（2021年
7月～2022
年　6月）

2,200

59

12,949

24,655

（2020年
7月～2021
年　6月）

1,559

43

12,949

22,520

11

176

（29年　3
月～30年
2月）

4,018

22,614

（2016年
7月～2017
年　6月）

995

37

12,837

18,183

12,837

（2015年
7月～2016
年　6月）

820

36

12,837

17,548

1,256

37

12,837

21,99821,579

（2019年
7月～2020
年　6月）

1,436

45

12,949

23,100

（2017年
7月～2018
年　6月）

（2018年
7月～2019
年　6月）

1,389

40

（2022年
4月～2023
年　3月）

2,736

59

11,549

23,878
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（６） 事業年度

4 月～3 月

（７） 対象範囲

        ・事業活動---住宅用資材のプレカット加工製造、新建材及び住宅用設

備機器の卸売り。

        ・対象事業所---本社、プレカット第一工場、プレカット第二工場、竹藪

作業場。

         ※2022 年 4 月に合併した旧㈲玉井トーヨー住器については、段階的

拡大として、2022 年度はデーター取り・教育を、２０２３年度は

試行として、2024 年の更新審査時に拡大審査を受ける予定。

2、実施体制

作成日 2022 年 4 月 1 日

① EA21 組織図

代表者

代表取締役社長

冨川慎吾

環境管理責任者

営業部 浦松和浩
事務局

総務 冨川茜
エコアクション21
推進委員会

本社 プレカット部

営業部 流通部 CAD部 サプライ

センター
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役割･責任･権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任者

・環境経営に必要な経営資源(人･物･資金)を準備する

・環境管理責任者の任命

・環境方針を定める

・環境目標及び環境活動計画､実施体制を承認する

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境活動レポートの承認

環境管理責任

者

・環境経営システムの構築､運用.管理に関する責任者

・環境経営システムの運用､管理状況を代表者に報告する

・エコアクション 21 推進委員会の責任者

・環境関連法規等のとりまとめ表の承認､遵守状況チェック結果の承認

・各部門の環境目標､環境活動計画､実施体制の確認と全体調整

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

・問題点の是正及び予防処置の承認

・環境活動レポートの確認

事務局 ・環境管理責任者の補佐､エコアクション 21 推進委員会の事務局

・環境関連文書､記録の管理

・環境活動に関する実績のとりまとめ                  

・外部環境コミュニケーションに関する窓口

・環境活動レポートの作成

エコアクショ

ン 21

推進委員会

・環境目標､環境活動計画の伝達

・全社の意思統－､意見交換及び相互･全体評価の実施          

・各部門の実施状況、目標達成状況､問題点などの報告

・効果的な環境活動に向けての提案･意見の交換

部門長 ・自部門における環境活動及び環境活動計画の企画･作成･実施        

・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

・自部門に必要な手順書などの作成､管理

・自部門の問題点の発見及ぴ是正､予防処置を実施する

全従業員 ・環境方針､環境目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的､積極的に環境活動に参加する
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3、環境経営方針

■基本理念

私たちは､ますます深刻化する地球温暖化への対応や､有限である資源の有効利用が人類共通

の重要課題と考えています。

木材のプレカット加工などの事業活動における環境負荷の低減や社会に貢献する製品の開発

をめざし､全社―丸となって自主的･積極的に環境への取組みを進めてまいります。

■行動指針

1 具体的に次の事に取組みます。

①電力･化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減する。

②使用原材料の省資源､廃棄物の 3R(減量､再使用｡再生利用)を推進する。

③水資源を大切にするため節水に努める。

④原材料及び事務用品のグリーン購入に努める。

⑤環境に配盧した製品の販売、サービスを促進する。

⑥事業所周辺に清掃活勣を推進する。

これらについて環境経営目標、環境経営計画を定め､定期的に見直しを行い、

継続的な改善に努めます

2 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

3 この環境方針は全社員に周知するとともに社内外に公表します。

制定日：2022 年 4 月 1 日

タマイＭ＆Ｓ株式会社

代表取締役社長 冨川慎吾
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４、中長期の環境経営目標

各年度の対象期間は､4 月～翌年 3 月

（環境経営目標は、前年度の実績の△１％とする。）（基準年度：前年度）

電力の C02 調整後排出係数は、九州電力平成 30 年度の 0.347kg-co2/kWh を使用

2020年度
※基準年度

2021年度 2022年度 2023年度

実績 年間目標 年間目標 年間目標

１

二酸化炭素排

出量削減
Kg-CO2 436,963 432,593 428,267 423,985

1－1

電力消費量削減
ｋWh 742,299 734,876 727,527 720,252

1－2

ガソリン消費

量削減
L 11,171 11,059 10,949 10,839

1－3
軽油消費量削

減 L 59,484 58,889 58,300 57,717

1－4

灯油消費量削

減
L 0 0 0 0

２
廃棄物のリサ

イクル率の向

上(一般・産業

廃棄物)

％ 0 90 91 92

３

水使用量削減 ㎥ 706 699 692 685

4

国産材の使用率

の向上
％ 83 84 85 86

5-1
地域の清掃活

動実施（9月

12月　3月　6

月）

回 3 3 3 3

5-2

端材の提供 -

地域の方へ端
材の提供を行っ

た

地域の方へ端
材の提供を行う

地域の方へ端
材の提供を行う

地域の方へ端
材の提供を行う

環境
経営
方針
の

番号

選択課題 単位
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５、環境経営計画と実施状況

実施状況確認日：2023.3.31

目標課題
本社

担当者

実施

状況

プレ

カット

工場

担当者

実施

状況

首藤 △ - -

首藤 △ - -

平田 △ - -

首藤 〇 荒金 〇

- - 荒金 △

西川 〇 - -

西川 〇 - -

西川 〇 - -

西川 〇 - -

松村 〇 荒金 △

松村 〇 荒金 △

松村 〇 荒金 △

松村 〇 荒金 △

冨川(茜) 〇 - -

冨川(茜) 〇 - -

冨川(茜) 〇 - -

冨川(茜) 〇 荒金 〇

冨川(茜) 〇 - -

冨川(茜) 〇 - -

冨川(茜) 〇 - -

西川 〇 - -

西川 〇 - -

西川 〇 - -

冨川(茜) × - -

冨川(茜) 〇 - -

松村 〇 - -

4
環

境

配

盧

し

た

製

品

の

販

売

促

進

1.県産材の使用を薦める。

2.従来の防蟻処理の代わりにホウ酸を薦める。

3.従来の防蟻処理の代わりにﾊｳｽガード材を薦める。

5
社

会

貢

献

へ

の

参

加

1.所属団体や公共機関のボランティアに参加する（年1回）。

2.地域の清掃活動を年4回（10月、2月、6月）行う。

3.地域住民へ端材の提供を続ける。

3

水

使

用

量

削
減

1.節水シールを貼り意識を喚起する。

2.洗いものはまとめてする。

3.洗濯はタイマーをかけ、忘れない。

2

廃

棄

物

排

出

量

削
減

1.ゴミの分別を徹底する。

2.リサイクル可能ゴミの確認とその周知を徹底する。

3.コピー用紙の裏側利用を推進する。

4.養生材の再利用

4.不要な荷物を積まない。

1-3

軽

油

消

費

量

削
減

1.エコドライブの推進｡急加速急停車をしない。

2.アイドリングストップする（荷物積み下ろし中のエンジン停

止）。
3.タイヤ空気圧のチェック（毎月最初の給油時）

4.フォークリフトの動線最短化

環境経営

方針

　の番号 具体的な行動（活動）

1

、
二

酸
化

炭

素

排

出

量

の

削

減

1-1

電

力

消

費

量

削
減

1.冷暖房設定温度の厳守。夏28℃冬20℃を基本とする。

2.0A機器の退社時電源OFFする。

3.空調機フィルターの清掃をする。（５、７、９、１１、１、３月）

4.不必要箇所の照明を消す。

5.工場の休憩時間内の不要電源を落とす。

1-2

ガ

ソ

リ

ン

消

費

量

削
減

1.エコドライブの推進｡急加速急停車をしない。

2.アイドリングストップする（荷物積み下ろし中のエンジン停止）

3.タイヤ空気圧のチェック（毎月最初の給油時）
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6、 単年度の環境経営目標とその実績・評価、次年度の取組

各年度の対象期間は､4 月～翌年 3 月

※電力の C02 調整後排出係数は、九州電力平成 30 年度の 0.347kg-co2/k Wh を使用

  ※2019 年 7 月～2020 年 6 月 プレカット加工坪数：23,100 坪 売上高：1,436,000,000 円

  ※2020 年 7 月～2021 年 6 月 プレカット加工坪数：22,520 坪 売上高：1,559,000,000 円

※2021 年 7 月～2022 年 6 月 プレカット加工坪数：24,655 坪 売上高：2,200,000,000 円

※2022 年 4 月～2023 年 3 月 プレカット加工坪数：23,878 坪 売上高：2,736,000,000 円

年間目標

（Ａ）

年間実

績

　

（Ｂ）

プレカット

加工

1坪当た

り

年間実績

売上高

100万円

当たり

年間実績

年間目標

（Ａ）

年間実

績

　

（Ｂ）

プレカット

加工

1坪当た

り

年間実績

売上高

100万円

当たり

年間実績

目標

達成率

〇:100%

　　以上

△：90％

　　以上

×：90％

　　未満

評価コメント

１

二酸化炭素排
出量削減

Kg-CO2 432,593 443,710 18.00 201.69 428,267 475,744 19.92 173.88 90% △

二酸化炭素排出量は増加し目標未達成と

なった。また、加工坪数当たりの排出量
も増加した。PC加工以外の配達も増加

し、売上高が伸びている為、売上高当た
りの排出量は減っている。

1－1

電力消費量削減
ｋWh 734,876 709,161 28.76 322.35 727,527 701,738 29.39 256.48 104% 〇

目標達成となった。しかし加工坪数当た
りの電力消費量は増加している。工場の

工程の効率は良くないと考える。PC加工
以外の配達も増加し、売上高が伸びてい

る為、売上高当たりの消費量は減ってい

る。
1－2

ガソリン消費

量削減
L 11,059 12,719 0.52 5.78 10,949 18,502 0.77 6.76 59% ×

目標未達成となった。

営業部・サプライセンターの稼働が増え

たことが原因の一つと考える。今後の車

両入替の際は、環境負荷の低い車両を検

討する予定。

1－3

軽油消費量削

減 L 58,889 65,164 2.64 29.62 58,300 73,378 3.07 26.82 79% ×

目標未達成となった。

配送の人員が増加した。遠方の現場が増

えたことや、個別配達回数が増えたこと

が原因の一つと考える。

今後とも社員の削減意識向上に努める。

1－4

灯油消費量削

減
L 0 0 0 0 0 0 0 0 100% 〇

目標達成となった。対象の機械無し。

２
廃棄物のリサ

イクル率の向

上
% 90 0 - - 91 97 - - - 〇

木材の端材等はリサイクルしている。プ

ラは継続して分別する。

３

水使用量削減 ㎥ 699 779 0.03 0.35 692 691 0.03 0.25 - 〇

今後とも社員の削減意識向上に努める。

５

国産材の使用率

の向上
％ 84 84 - - 85 85 - - 100% 〇

目標達成。ウッドショックの影響で、
2021年5月頃から外材が入手困難となっ

た。できるだけ県産材を使用するように

工務店に提案している。地産地消の意義

をさらに周知していきたい。

6-1

地域の清掃活

動実施
回 3 3 - - 3 3 - - 100% 〇

事業所の周辺地域のごみ拾い、草刈りを行っ

た。

今後も継続する。

6-2

端材の提供 -

地域の方

へ端材の
提供を行

う

地域の方

へ端材の
提供を

行った

- -

地域の方

へ端材の
提供を行

う

地域の方

へ端材の
提供を

行った

- - 100% 〇

地域の方々に喜ばれている。
今後も継続する。

環境

経営

方針の

　番号

選択課題 単位

取り組みの評価2022年度
2021年度

※基準年度
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7、環境関連法規等のとりまとめ及び遵守評価

環境関連法規への違反、訴訟はありません。

苦情も無し。

環境法規制登録表

作成日：平成 30 年 5 月 1 日   遵守評価日：令和 5 年 3 月 31 日

産業廃棄物の保管 産業廃棄物置場 (法規制)

1.表示板の設置 常時

2.清掃、漏えい防止 1回/週

委託契約書 委託業者 (法規制)

1.委託契約書(書面) 契約時 委託契約書

マニフェスト管理 委託業者 (法規制)

1.ﾏﾆﾌｪｽﾄの発行、管理 処理委託時 マニフェスト

2.各票の受領確認 発行後 マニフェスト

産業廃棄物管理票交付 産業廃棄物 (法規制)

等状況報告書 1.ﾏﾆﾌｪｽﾄの集計 産業廃棄物管理票交付

2.産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出 期末 等状況報告書

テレビ・エアコンの廃棄 テレビ、エアコン、パソコ (法規制)

PC・周辺機器の廃棄 ンなど 1.廃棄時の適正処理（発生時のみ） 支払い時 領収書

2.リサイクル料支払い（発生時のみ） 廃棄時 業者報告書等

社有車の適切な廃棄 社有車 (法規制)

1.廃棄時の適正処理（発生時のみ） 支払い時 領収書

2.リサイクル料支払い（発生時のみ） 廃棄時 業者報告書

浄化槽の保守点検、 浄化槽 (法規制)

清掃及び定期検査 1.浄化槽の保守点検及び清掃 1回/年 保守点検清掃報告書

2.定期検査 1回/年 定期検査報告書

業務用の空調機器 空調設備の室外機 （法規制）

1、対象の空調設備全ての機器の簡易点検 1回/3か月 点検の記録

2、廃棄時の適正処理（発生時のみ） 取引書、領収書など

○

法規制等 適用内容 対象設備、施設 遵守事項（法規制/自主規制） 頻度等 記録 遵守評価評価者  評価日

自動車リサイクル法 ○

○

○

○

家電リサイクル法

PCリサイクル法
-

-

廃棄物処理法

○

○

○

○

浄化槽法 ○

○

フロン排出抑制法 ○

○
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8、代表者による全体評価と見直しの結果

今後も地産地消の商品の良さをお客様に伝え、環境に良い商品の販売

に力を入れる。

見

直

し
の

必

要

性

判

断

と

代
表

者

の

指

示

①環境経営方針 継続する

②環境経営目標 継続する

③環境経営計画 継続する

④実施体制 継続する

その他の指示

6　環境上の緊急事態の訓練結果及び、対応

結果

大分市のシェイクアウト訓練に参加し、

社員の意識付けが出来た。

問題なし

7　その他
なし なし

4　問題点の是正、予防の状況

石油燃料(車両燃料)の使用が大幅に増

えている。売上が増加したことが一因で

ある。

石油燃料の増加に関しては、売り上げ

の増加が理由の一つではあるが、配車

を見直し、効率化を行うべく、声掛けと

管理を徹底していきたい。

5　外部からの苦情の有無及び対応結果
なし 問題なし

2　環境経営目標の達成状況

電力消費量の削減は目標を達成出来

た。加工坪数当たりの電力消費量は増

加している為工程の効率はよくない。

一方、石油燃料はガソリン・軽油共に多

く消費しており、トータルして二酸化炭

素排出量が増加している。

電力消費量が減り、石油燃料が増えた

ことは、売り上げ商品種別の変化にも

関わっている。2022年度は、木材の加

工材に代わって、サッシやエクステリア

の販売シェアが伸びており、人員も増や

していることが原因の一つである。売上

高に対しての二酸化炭素排出量は削減

できているので、これを維持していきた

い。

3　環境経営計画の実施状況

社員それぞれへゴミの分別と回収サイ

クルを定着させることができてきた。更

にリサイクル率の向上を図りたい。

着実に行えている。今後も意識付けに

努める。

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント

1　環境関連法規等の遵守状況確認結果
特に問題はなかった 問題なし

会社名　 タマイＭ＆Ｓ株式会社

見直し実施日 令和5年3月31日

出席者

代表取締役社長　冨川　慎吾

環境管理責任者　浦松和浩　　　

事務局　冨川　茜


